
株式会社ZOZOの事業適応計画のポイント

• 当社は、既存の物流拠点倉庫で使⽤している照明及び空調設備を⾼効率なものへと更新するとともに、新規物流拠点倉
庫では⾃動化に特化した物流設備の導⼊と再⽣可能エネルギー由来の電⼒導⼊を⾏います。

• これにより、既存・新規物流拠点において電気使⽤量の⼤幅な削減が⾒込まれ、Co2排出量を削減することで環境への負
担軽減を図ります。

2023年３⽉28⽇

１．事業適応計画の実施期間
2022年9⽉〜2024年3⽉

２．⽣産性向上⽬標
炭素⽣産性338.3％の向上を⽬標とします。

３．前向きな取組の内容
LED照明設備の交換により、年間の電気使⽤量を10%
以上削減、空調設備の交換により、年間の電気使⽤量を
20％以上削減します。
また、新規物流拠点に⾃動化設備を導⼊し、使⽤する電
⼒を再⽣可能エネルギー由来とすることにより、既存の物流
拠点倉庫に⽐して、Co2排出量の⼤幅な削減効果が⾒込
まれます。

４．⽀援措置
・税制措置（カーボンニュートラルに向けた投資促進税制）

＜取組の内容のイメージ＞＜事業適⽤計画の概要＞
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